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研究成果の概要（和文）：心理学では他者への援助行動の動機を向社会的動機と呼んでいる。また，向社会的動
機には意識的に測定される顕在的な向社会的動機（EPM）と，無意識に測定される潜在的な向社会的動機（IPM）
がある。本研究では，IPMの測定法の開発を行い，IPMと援助行動および精神的健康との関連を研究した。対象は
小学校４年生から６年生の児童であった。IPMの測定法は，紙筆版の潜在連合テストを使用して開発し，信頼性
と妥当性を確認した。結果，援助行動の変化に対するEPMの関連について，IPMが調整効果を持つことが示され
た。また，IPMはEPMと比べて，精神的健康に対して正の関連が強いことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In psychology, the motivation for helping others is called prosocial 
motivation, which includes consciously measured, explicit prosocial motivation (EPM) and 
unconsciously measured, implicit prosocial motivation (IPM). We developed a method to measure IPM 
and investigated the relationship between IPM and helping behavior and mental health. The 
participants were elementary school children in fourth to sixth grades. The IPM measurement method 
was developed using a paper-and-pencil version of the implicit association test, and the method’s 
reliability and validity were confirmed. The IPM measurement method was developed using a 
paper-and-pencil version of the implicit association test, and the method’s reliability and 
validity were confirmed. The results of regression analysis showed a significant moderation role of 
IPM for the effect of EPM on changes in prosocial behavior. Additionally, IPM was found to be more 
positively related to mental health than EPM.

研究分野：教育心理学

キーワード： 児童　向社会性　向社会的動機　向社会的行動　潜在連合テスト　ストレス　援助行動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義　①研究事例の少ない児童期の潜在的な向社会的動機について，測定法の開発を成功させ，今後の研
究可能性を開拓したこと。②同様に，児童期の顕在的および潜在的な向社会的動機と，援助行動および精神的健
康との基礎的な関連を明らかにしたこと。
社会的意義　①児童の援助行動や精神的健康に対する潜在的動機の役割を示すことで，思いやりの心や行動の育
成について新しい観点を示すことができたこと。②開発した測定法は，思いやりの心や行動を育む心理教育の効
果検証に活用することができる。エビデンスに基づく教育方法の開拓への活用可能性を広げたこと。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 人の行動や意思は，意識領域（顕在的, explicit）と無意識領域（潜在的, implicit）の２つの処
理システムで決定されると考えられており（dual-process theory, Kahneman, 2003），行動の動
機づけも顕在的動機と潜在的動機がある（Schultheiss, 2008）。心理学では他者を助けるといっ
た行動を向社会的行動や援助行動と呼んでおり，その動機には，意識領域の顕在的な向社会的動
機（Explicit Prosocial Motivation: EPM）と，無意識領域の潜在的な向社会的動機（Implicit 
Prosocial Motivation: IPM）があると考えられている（Aydinli et al., 2014）。近年の研究では，
計画性を必要とする援助行動の発生には EPMが関連しているが，自発性を必要とする援助行動
には EPMだけでなく，IPMも関連していると示されている（Aydnili et al., 2014）。この理論
は，援助行動の決定要因に関する新しい解釈を提示する知見であると考えられた。 
 しかしながら，Adynili et al. (2014) が行った研究では，投影法に基づくオペラント多動機テ
スト（operant multi-motive test）によって IPMの測定を行っており，検査者の主観によって
結果が左右されることが課題であると考えられた。この点において，比較的に高い精度で潜在的
態度を測定できる潜在連合テスト（Implicit Association Test: IAT, Greenwald & Banaji, 1995）
という方法も発展しており，IATを用いて利他主義 vs利己主義と援助行動との関連を検討する
研究も発表されている（Marvel & Resh, 2019）。 
 一方で，児童期・青年期に視点を向けると，IATを使った研究はここ数年で大きく増加傾向に
あり（Rae & Olson, 2018），日本でも研究知見が蓄積されるようになってきたが（e.g., 横嶋他, 
2020），IPMに関する研究はほとんど未開拓な状態であった。児童期の IPM研究を開拓するこ
とができれば，児童期の援助行動のメカニズムに対する新たな発見を得ることができると考え
られた（学術的価値）。また，学校教育では思いやりの心や行動の育成が大切にされており，IPM
研究の開拓は子どもたちの心を育てる教育の発展に寄与することができると期待された（社会
的意義）。そこで，本研究では，児童期の IPM研究を開拓するための最初の研究として，IPMの
測定法の開発を行うとともに，援助行動や精神的健康との関連を明らかにする研究を企画する
に至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，大きく２つの目的を設定した。 
(1) 第一の目的は，IPMの測定法の開発を行い，信頼性と妥当性の検討を行うことである。IAT
では，パソコンや紙面上に刺激（言葉，イラスト，写真など）を提示し，その刺激を左右の指定
された方向へ分類するという課題を，分類の組み合わせを変えて複数回行う。そして，パソコン
版では分類時の刺激への反応速度を測定し，紙筆版では制限時間を設けて刺激の分類数を測定
する。この反応速度や分類数には，刺激に対する潜在的態度（implicit attitude）が反映される
ことが明らかにされている。本研究では，向社会的動機に関する刺激を設定し，IPM を測定す
る IAT を作成する。なお，調査対象が小学校４年生から６年生の児童であるため，小学校など
のフィールドに出て調査を実施することになる。そのため，多人数の児童に対してスムーズに調
査が実施できるように，紙筆版を採用して測定法の開発を行う。 
 
(2) 第二の目的は，先行研究の蓄積がある EPMと対比しながら，IPMと援助行動の関連を検
討することである。顕在的動機は個人が設定した目標や個人が望ましいと評価・判断する最終的
な状態を達成するために行動を調整する役割があり，潜在的動機は個人の意識外で機能し，感情
的にやりがいのある現象や状態に向けて活性化し，行動を誘発させると考えられている
（Schultheiss, 2008）。そのため，援助行動の対象や種類によって，EPMと IPMは異なる関連
をみせると予想される。また，ほぼすべての行動は，顕在的要因と潜在的要因が混在して引き起
こされると考えられており（Baumeister et al., 2011），先行研究では EPMから自発的援助へ
の関連は IPM によって調整され，IPM が高い場合のみ関連がみられるという知見もある
（Aydinli et al, 2014）。そこで本研究では， EPM・IPMと援助行動の関連について，援助行動
の対象や種類といった要因を考慮しながら，IPMの調整効果の観点から関係性を明らかにする。 
 
(3) 第三の目的は，第二の目的と同様に，EPMと対比しながら IPMと精神的健康の関連を検
討することであった。先行研究では，援助行動への意思決定が速いほど他人から信頼を得やすく
（Jordan et al., 2016），他者への協力的な行動は自分自身のストレスも低下させる効果がある
と示されており（e.g., Poulin & Holman, 2013），こうした援助行動の動機である EPMや IPM
もストレス反応と関連があることが予想される。本研究では，精神的健康の指標としてストレス
反応を用いて検討を行う。 
 
３． 研究の方法 
(1) 研究１ IPMの測定法の開発を行い，信頼性と妥当性の検討を行う。先述のとおり，紙筆
版 IAT を採用する。また，パソコン版では測定の手続きを簡略化した簡易版（Sriram & 
Greenwald, 2009）が発表されていることから，本研究においても，児童や教育現場への調査負



担の削減を目的として，先行研究を参考に簡易版の紙筆版 IAT として開発を行う。信頼性の検
討方法は，他の IAT 研究でも採用されている再検査法によって確認する。妥当性の検討は，他
の援助行動の動機（EPMや共感・同情などの共感関連反応）や，援助行動との併存的妥当性の
観点から検討を行う。EPMの測定には，向社会的動機を「統制的調整（EPM i）」と「同一化的
調整（EPM c）」の２側面から測定する山本・上淵（2021a）の尺度を使用する。援助行動の測
定は，比較的に IPMの影響で援助行動が発生しやすいと考えられる困窮場面を場面想定法によ
って設定し，援助行動の頻度を測定する。共感関連反応は援助行動の場面と対応させながら，場
面想定法によって測定する。 
 
(2) 研究２ IPMと援助行動および精神的健康の関連を検討する。相関分析による基本的な関
連を明らかにするとともに，階層的重回帰分析によって EPMと援助行動および精神的健康との
関連に対する IPM の調整効果を検討する。IPM の測定は研究１で開発した IAT を使用する。
EPM は研究１と同様に山本・上淵（2021a）の尺度を使用する。援助行動の測定は，対象別の
向社会的行動尺度（村上他, 2016）を使用し，知らない人，友だち，家族の３対象に対する援助
行動を測定する。精神的健康の測定には，ストレス反応の指標を採用し，嶋田他（1994）の尺度
を使用する。 
 
４．研究成果 
(1) 児童用の IPM測定法の開発（信頼性と妥当性の検討）〔研究１〕 
 信頼性の検討は再検査法によって確認した（検査間隔は１ヶ月）。その結果，r = .54と中程度
の有意な正の相関が確認された。質問紙尺度では，r = .70以上の数値が慣例的に良好な数値で
あるとされているが，IAT の再検査信頼性を扱った先行研究をみると平均的に中程度の値が示
されている（Rae & Olson, 2018）。こうした先行研究と比較すると，概ね許容範囲の信頼性を有
していると考えられた。 
妥当性については，EPM i，共感関連反応（視点取得，共感，同情），援助行動（情緒的サポ
ート，直接的な援助行動）と有意な正の相関が得られた（Table 1）。援助行動を促進する他の動
機と正の関連や，一部の援助行動と正の関連がみられたことで，並存的妥当性の一部を得られた。
なお，上記の相関係数は弱い値であったが，それぞれ異なる概念であることや，異なる認知プロ
セスで測定された指標であることを考慮すると，妥当な数値であるとも解釈できた。 
 

 
(2) IPMと援助行動・精神的健康との関連〔研究２〕 
 IPM と援助行動および精神的健康との基本的な関連を検討するために，相関分析を行った
（Table 2）。その結果，EPM c と有意な負の相関，友だちや家族に対する援助行動と有意な正
の相関，ストレス反応のすべての指標（身体的反応，抑うつ・不安感情，不機嫌・怒り感情，無
気力）と有意な負の相関が示された。 

IPMと EPM iおよび EPM cの関連は，研究１の結果が再現されなかったことから，安定し
た関連性ではない可能性が考えられた。IPM と援助行動については，研究１においても，IPM
は情緒的サポート（困っている友だちを励ますなど）や，直接的な援助行動（ケガをした友人を
手助けするなど）と有意な正の相関がみられており，研究２の結果と総合すると，IPM は身近
な人に対する日常的な援助行動の要因になっている可能性が推測された。さらに，IPM はスト
レス反応の４つの指標と負の相関がみられたことから，IPM の高まりは精神的健康の高まりと
関連が深いものであると推察された。先行研究において，他者への援助行動は自分自身のストレ
スも低下させる効果があると報告されているが（Poulin & Holman, 2013），動機面に着目する
と，IPMはその効果をもたらす要因の１つである可能性が考えられた。 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

Ⅰ IPM
Ⅱ EPM i .197 **

Ⅲ EPM c -.045 .120 *

Ⅳ 視点取得 .266 ** .388 ** .160 **

Ⅴ 共感 .224 ** .390 ** .163 ** .463 **

Ⅵ 同情 .320 ** .454 ** .151 * .682 ** .604 **

Ⅶ 教師への援助要請 .092 .338 ** .298 ** .384 ** .455 ** .478 **

Ⅷ 情緒的サポート .368 ** .515 ** .048 .667 ** .575 ** .771 ** .491 **

Ⅸ 直接的な援助行動 .324 ** .504 ** .055 .654 ** .549 ** .756 ** .452 ** .833 **

共感関連反応

向社会的行動

Note. IPM = implicit prosocial motivation, EPMi = explicit prosocial motivation (identified regulation), EPMc = explicit prosocial
motivation (controlled regulation).  ** p  < .01, * p  < .05

zero-order correlation

向社会的動機

Table 1 研究１の相関表 



 
 
 続いて，援助行動および精神的健康に対する EPM iおよび EPM cの関連に対する IPMの調
整効果を検討するために階層的重回帰分析を行った。目的変数は援助行動の３指標（知らない人，
友だち，家族）と精神的健康に関するストレス反応の４指標（身体的反応，抑うつ・不安感情，
不機嫌・怒り感情，無気力）を設定した。説明変数は step1 で共変量として性と学年を入れ，
step 2に IPMと EPM i，EPM c，step 3に IPMと EPM i，IPMと EPM cの交互作用項を投
入した。 
援助行動の目的変数に関する分析の結果，友だちと家族に対する援助行動に対しては，IPMと

EPM i からの効果が有意となり，正の方向で関連していた。交互作用項からの効果は認められ
なかった。知らない人に対する援助行動に対しては，IPMと EPM i からの効果が有意となり，
正の方向で関連していた。さらに，IPMと EPM iの交互作用項の効果が有意となった。そこで，
単純傾斜の検定を行ったところ，IPMが高い場合（+1SD），低い場合（-1SD）の双方で有意な
傾斜がみとめられた。そして，知らない人に対する援助行動への EPM iの関連が IPMによって
調整されていることが視覚的にわかった（Fig. 1）。 
 ストレス反応の目的変数に関する分析の結果，身体的反応，抑うつ・不安感情，不機嫌・怒り
感情に対しては，IPMと EPM cからの効果が有意となり，IPMは負の方向で，EPM cは正の
方向で関連していた。交互作用項からの効果は認められなかった。無気力については，IPM と
EPM i，EPM cからの効果が有意となり，IPMと EPM iは負の方向で関連し，EPM cは正の
方向で関連していた。さらに，IPMと EPM iの交互作用項の効果が有意となった。そこで，単
純傾斜の検定を行ったところ，IPMが高い場合（+1SD）には有意な傾斜が認められず，IPMが
低い場合（-1SD）に有意な傾斜がみとめられた。そして，無気力に対する EPM iの関連が IPM
によって調整されていることが視覚的にわかった（Fig. 2）。 
 

 
 
(3) EPM i（向社会的動機の同一化的調整）と援助行動・精神的健康の関連〔研究２〕 
 EPM iと対象別の向社会的行動（知らない人，友だち，家族）との関連は先行研究でも検討さ
れており，有意な正の関連が示されている（山本・上淵, 2021b）。本研究の結果は，先行研究の
結果を支持する結果であった（Table 2）。また，IPMと比べて，EPM iと援助行動は強い関連

Table 2 研究 2の相関表 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

Ⅰ IPM
Ⅱ EPM i .073
Ⅲ EPM c -.194 ** .128

Ⅳ 知らない人 .101 .439 ** .080
Ⅴ 友だち .245 ** .520 ** .049 .494 **

Ⅵ 家族 .175 ** .443 ** .048 .482 ** .478 **

Ⅶ 身体的反応 -.352 ** -.039 .323 ** .012 -.106 .003
Ⅷ 抑うつ・不安感情 -.367 ** -.019 .259 ** .050 -.140 * -.039 .579 **

Ⅸ 不機嫌・怒り感情 -.311 ** -.056 .314 ** .005 -.171 ** .005 .542 ** .605 **

Ⅹ 無気力 -.339 ** -.161 * .309 ** -.089 -.249 ** -.161 * .620 ** .547 ** .680 **

zero-order correlation

向社会的動機

対象別の向社会的行動

ストレス反応

Note. IPM = implicit prosocial motivation, EPMi = explicit prosocial motivation (identified regulation), EPMc = explicit prosocial motivation
(controlled regulation).  ** p  < .01, * p  < .05

Fig. 1 EPM iと知らない人への援助
行動の関連に対する IPMの調整効果 

Fig 2.  EPM i と無気力の関連に
対する IPMの調整効果 



が示されている。他者を助ける行動は，その必要性について高次の認知的判断を必要とする。こ
の点において，IPM よりも EPM が行動の発現に対して強い影響力を持っている可能性が考え
られた。 
 
(4) EPMｃ（向社会的動機の統制的調整）と援助行動・精神的健康の関連〔研究２〕 
 EPM c も先行研究において対象別の向社会的行動との関連が検討されており，知らない人が
r = .15，友だちが r = .08，家族が r = .07と弱くはあるが有意な正の関連が報告されている（山
本・上淵, 2021b）。本研究ではこれらの指標との関連は確認されなかったが，関連性が低いとい
う観点では先行研究を支持する結果であると考えられる（Table 2）。さらに，本研究では，EPM 
cが身体的反応，抑うつ・不安感情，不機嫌・怒り感情，無気力のストレス反応と有意な正の関
連にあることが明らかとなった。統制的調整による動機づけでは思いやりの行動は発現しにく
いだけでなく，ストレス反応を高めてしまう可能性が示唆された。 
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